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編
集
後
記

議
会
を
傍
聴
し
よ
う

江
津
市
議
会
で
は
皆
さ
ん

の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
傍
聴
を
ご
希
望

の
方
は
、
議
会
開
催
日
に

本
庁
舎
２
階
の
議
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

議
会
へ
参
加
し
よ
う

市
政
に
対
し
て
意
見
や
要
望

が
あ
れ
ば
、
議
会
へ
請
願
・

陳
情
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

請
願
の
場
合
は
市
議
会
議
員

の
紹
介
が
必
要
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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請
願
・
陳
情
締
切
／
６
月
３
日
午
前
中
ま
で

次
回
６
月
定
例
会 

　
新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。気
持
ち
も
新
た

に
ス
タ
ー
ト
さ
れ
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。昨
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
・
縮

小
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
も
、感
染

対
策
を
し
、工
夫
を
凝
ら
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
さ
れ
て
い
る
様
子
を
拝
見
し
、情
熱
を
持
っ
て

活
動
す
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
改
め
て
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。少
し
で
も
早
く
収
束
し
、

普
段
通
り
の
日
常
生
活
に
戻
っ
て
、さ
ら
に
元

気
な
江
津
市
に
な
っ
て
欲
し
い
と
願
い
ま
す
。

　
今
回
号
で
現
在
の
編
集
委
員
も
担
当
終
了

と
な
り
、次
号
か
ら
は
新
編
集
委
員
に
よ
る
議

会
だ
よ
り
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

　
今
後
と
も
、皆
様
の
意
見
を
反
映
し
て
、市

議
会
議
員
の
活
動
を
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
、

読
み
や
す
い
紙
面
に
な
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　（
坂
手
　
洋
介
）

※開始時間等は予定です。

市
議
会
だ
よ
り
は

こ
ち
ら
か
ら

ごうつ

松江城前でハイポーズ！（桜江小学校６年生修学旅行より）
2022.5
No.151

3月7日、江津工業高校の生徒が江津市庁舎
見学に訪れました。「地域課題を共に考える」
をテーマに議会本会議一般質問を傍聴してい
ただきました。
ヤングケアラーの現状・ジェンダー平等・鉄道
の存続に向けた対応など、生徒自身に身近な
テーマもあり、熱心に聞き入っていました。

江津工業高校生徒
「地域課題を共に考える」

介護職・保育士・放課後児童クラブ職員の
処遇改善についての意見書

介護職・保育士・放課後児童クラブ職員の処遇改善のためには国
の責任によるしっかりとした財政措置が必要なため、下記の意見
書を提出しました。
 
1. 処遇改善での１人あたりの賃金引き上げ額を大幅に増額すること。
2. 施設の裁量・条件に拠らず、労働者に処遇改善が届くよう制度を改

めること。
3. 介護職・放課後児童クラブ職員の処遇改善のための国庫負担を、10

月以降も継続して計上すること。
4. 処遇改善を介護の現場で働く労働者すべて、また、同じ保育の現場

で働く労働者すべてを対象とし、それに見合う予算を計上すること。
5. すべての介護事業所で働く労働者が処遇改善の対象となるよう、制

度設計をみなおすこと。
6. 保育現場においては、人員配置が設定より多い施設でも、そうでな

い施設と同様の処遇改善を図ることができるよう配分すること。
7. 公立・私立の区別なく、保育の現場で働く労働者が等しく処遇改善さ

れるよう改めること。

本会議の傍聴

情報交換会
9:30～

本会議
（一般質問）

本会議

委員会
（建設経済）

会派代表者会議
全員協議会
9:30～

10:00～

本会議
（一般質問）
10:00～

委員会
（総務民生）
9:30～ 9:30～

委員会
（予算決算）
9:30～

10:00～

議員連絡会

9:30～

会派代表者会議

9:30～
会派代表者会議

15:00～

6/5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 7/1 2

日 月 火 水 木 金 土

本会議
14:00～

※学年は令和３年度のものです
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給付金給付事業及びサテライトオフィス等整備事業
に要する経費。
補正予算額　6億3361万円(補正後総額176億88万円)

令和3年度  一般会計補正予算 承認承認
（第12号）

12月21日  専決処分

苔ツアーのメイン観察地　観音滝（鹿賀） 集会所を兼ねた防災拠点建設現場（川越地区）

子育て世帯臨時特別給付金給付

1億6500万円
子ども1人あたり
10万円を給付。

サテライトオフィス等整備推進

1000万円
整備工事費。

各事業の実績及び決算見込み額などの調整と
市債の繰上償還にかかる予算を計上。
補正予算額　6億430万円(補正後総額182億518万円)

令和3年度  一般会計補正予算（第13号）

長期債元金

10億7559万円
市債の任意
繰上償還

繰上償還による効果は。問
将来的に利子分約4200万円の経費を節約。答

委員質疑

新型コロナウイルス感染症への対応を最優先としつつ、
最重要課題の「人口減少対策」の推進に重点を置き編成。
予算額　154億3600万円（前年度比４億1900万円増額）

令和4年度  一般会計予算令和４年第１回定例会

DX推進事業

2402万円
自治体DX(デジタルトランスフォーメーション）
の重点取り組みである行政手続きのオンライン
化などにかかる経費。

DXの推進にあたり職員の資質向上が求められ
るが対応は。

問
行財政改革の中で、ワーキンググループを作る
など、職員研修を進めている。

答

委員質疑

農林水産振興総合事業

756万円
生産・加工・販売に至る一貫した流通システム
の構築を図り、生産意欲の向上及び企業や地
域住民が主体となって、地域資源を活用する
ネットワークを創出し、農業の振興、地域経済
の拡大、地域の活性化に結び付ける。

都市防災総合推進

1億9830万円
川越地区における避難所兼地域交流施設の整
備費。

昭和47年災害を想定したものでないと、浸水に
対応できないのでは。

問
地元と協議の上、高さは平成30年7月災害を
ベースに対応し、集会所としての側面もあり、
早期建設も必要。

答

委員質疑

災害発生現場（波子）

農業用施設災害復旧

2億9930万円
令和3年に発生した、農道の災害復旧工事費。

消防活動充実強化

6002万円
内水対策用の排水ポンプなどの配備にかかる経費。

消防団への大型排水ポンプの設置場所は。問
渡津と川越の2カ所を予定している。答

委員質疑

都市再生整備計画

2億３７５7万円
第2江津中央団地などの整備費。

家賃が上がると想定されるが、入居者は納得し
ているのか。

問
説明会において入居者は承知している。答

委員質疑

小学校教育施設整備

1億3484万円
渡津小学校の外壁改修などを行う経費。

令和3年度工事予定だったが、なぜ令和4年
度になったのか。

問
外壁工事の調査段階で他に修繕箇所が見つ
かり、併せて実施することとなったため。

答

委員質疑

地域医療支援対策事業

2億4840万円

医療機器の予算計上がないがなぜか。問
令和3年度に更新されており、令和4年度は
更新の予定がないため。

答

委員質疑

済生会江津総合病院など地域医療を支援する
もので、運営費補助や医師・看護師確保対策
費。
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○：賛成　  ●：反対

議
長
職
は
表
決
権
な
し
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議案第11号
議案第12号
議案第13号

議案第14号

議案第15号

議案第16号

議案第17号

議案第18号

議案第19号

議案第20号

議案第21号

議案第22号

議案第23号

議案第24号

議案第25号

議案第26号

請 願 第 1 号
決 議 第 1 号
議案第27号
意 見 第 1 号
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監査委員の選任について
功労者の選定について
人権擁護委員候補者の推薦について
専決処分報告について
江津市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例
の一部を改正する条例制定について
江津市課設置条例の一部を改正する条例制定について
会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一
部を改正する条例制定について
江津市地域包括支援センターの職員及び運営に関する基
準を定める条例の制定について
江津市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定に
ついて
江津市集会施設及び研修施設設置条例の一部を改正す
る条例制定について
江津市波子駅会館等の設置及び管理に関する条例を廃止
する条例制定について
江津市企業立地促進条例の一部を改正する条例制定に
ついて
江津市地場産業振興センター条例の一部を改正する条例
制定について
江津市市道の構造の技術的基準等を定める条例の一部
を改正する条例制定について
江津市手数料条例の一部を改正する条例制定について
市道の路線の認定について
令和４年度島根県江津市一般会計予算を定めることにつ
いて
令和４年度島根県江津市国民健康保険事業特別会計予
算を定めることについて
令和４年度島根県江津市国民健康保険診療所事業特別
会計予算を定めることについて
令和４年度島根県江津市後期高齢者医療事業特別会計
予算を定めることについて
令和４年度島根県江津市公共下水道事業特別会計予算を
定めることについて
令和４年度島根県江津市農業集落排水事業特別会計予
算を定めることについて
令和４年度島根県江津市水道事業会計予算を定めること
について
令和３年度島根県江津市一般会計補正予算（第１３号）を
定めることについて
令和３年度島根県江津市国民健康保険事業特別会計補
正予算（第４号）を定めることについて
令和３年度島根県江津市国民健康保険診療所事業特別
会計補正予算（第１号）を定めることについて
令和３年度島根県江津市後期高齢者医療事業特別会計
補正予算（第２号）を定めることについて
令和３年度島根県江津市公共下水道事業特別会計補正予
算（第２号）を定めることについて
令和３年度島根県江津市農業集落排水事業特別会計補
正予算(第３号)を定めることについて
令和３年度島根県江津市水道事業会計補正予算（第２号)
を定めることについて
地方における鉄道政策に関する請願
ロシアによるウクライナ侵略を非難する決議
江津市議会委員会条例の一部を改正する条例制定について 
介護職・保育士・放課後児童クラブ職員の処遇改善を求め
る意見書

執
行
部
提
案

議
員
提
案

請願

総務民生委員会

建設経済委員会

本市消防委員会に対し、消防団員の報
酬など処遇改善について諮問をおこな
い、その答申結果に基づき、改正

消防団員確保が目的としているが、この改正
で団員が増えるのか。

問
消防団員の確保の目的で報酬の改定を行う
が、今後現在の定数が適正かも含めて消防
委員会に議論してもらう。

答
質
　
疑

●消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例
　（一部改正）

3月12日実施のJRダイヤ改正をうけ、
今後の鉄道網の存続・維持するための
施策を国や自治体に求めるもの

JRのダイヤ改正で減便となるが、市に対して
問い合わせや要望は。

問
なかった。答

質
　
疑

●地方における鉄道施策（請願）

未就学児に係る被保険者均等割額を
半減、基礎賦課額に係る賦課限度額を
63万円から65万円に引上げるなど低
所得者の負担を軽減するもの

均等割額が半額になると、市の負担額は。問
50万円と見込んでいるが、2分の1は国、4
分の1は県が負担する。

答
質
　
疑

●国民健康保険条例（一部改正）

サテライトオフィスなどの整備に伴い、
会議室などの箇所以外の占有につい
て指定管理者が使用料を決め、収入と
することができるようにするもの

指定管理者が使用料を定める効果は。問
指定管理者に責任をもって運営してもらう
ため。

答
質
　
疑

●地場産業振興センター条例（一部改正）

江の川治水対策推進に向けた体制づく
りのため、建設部門の組織の見直しを
おこない、併せて一部の課の事務につ
いて整理するもの

業務量が多くなると思われるが、配置人数
で対応できるのか。

問
状況に応じて変えていく。答

質
　
疑

●江津市課設置条例（一部改正）

江津市及び浜田市両市のそれぞれが地
域包括支援センターの設置者となる必
要が生じたため、職員及び運営に関す
る基準を定める条例

地域包括支援センター運営協議会とあるが
どのような協議会なのか。

問
被保険者をはじめ医療福祉関係など15人以
内の委員で構成。

答
質
　
疑

●地域包括支援センターの職員及び運営に関する
　基準を定める条例制定

45
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馬

監査委員の選任について
功労者の選定について
人権擁護委員候補者の推薦について
専決処分報告について
江津市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例
の一部を改正する条例制定について
江津市課設置条例の一部を改正する条例制定について
会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一
部を改正する条例制定について
江津市地域包括支援センターの職員及び運営に関する基
準を定める条例の制定について
江津市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定に
ついて
江津市集会施設及び研修施設設置条例の一部を改正す
る条例制定について
江津市波子駅会館等の設置及び管理に関する条例を廃止
する条例制定について
江津市企業立地促進条例の一部を改正する条例制定に
ついて
江津市地場産業振興センター条例の一部を改正する条例
制定について
江津市市道の構造の技術的基準等を定める条例の一部
を改正する条例制定について
江津市手数料条例の一部を改正する条例制定について
市道の路線の認定について
令和４年度島根県江津市一般会計予算を定めることにつ
いて
令和４年度島根県江津市国民健康保険事業特別会計予
算を定めることについて
令和４年度島根県江津市国民健康保険診療所事業特別
会計予算を定めることについて
令和４年度島根県江津市後期高齢者医療事業特別会計
予算を定めることについて
令和４年度島根県江津市公共下水道事業特別会計予算を
定めることについて
令和４年度島根県江津市農業集落排水事業特別会計予
算を定めることについて
令和４年度島根県江津市水道事業会計予算を定めること
について
令和３年度島根県江津市一般会計補正予算（第１３号）を
定めることについて
令和３年度島根県江津市国民健康保険事業特別会計補
正予算（第４号）を定めることについて
令和３年度島根県江津市国民健康保険診療所事業特別
会計補正予算（第１号）を定めることについて
令和３年度島根県江津市後期高齢者医療事業特別会計
補正予算（第２号）を定めることについて
令和３年度島根県江津市公共下水道事業特別会計補正予
算（第２号）を定めることについて
令和３年度島根県江津市農業集落排水事業特別会計補
正予算(第３号)を定めることについて
令和３年度島根県江津市水道事業会計補正予算（第２号)
を定めることについて
地方における鉄道政策に関する請願
ロシアによるウクライナ侵略を非難する決議
江津市議会委員会条例の一部を改正する条例制定について 
介護職・保育士・放課後児童クラブ職員の処遇改善を求め
る意見書

執
行
部
提
案

議
員
提
案

請願

総務民生委員会

建設経済委員会

本市消防委員会に対し、消防団員の報
酬など処遇改善について諮問をおこな
い、その答申結果に基づき、改正

消防団員確保が目的としているが、この改正
で団員が増えるのか。

問
消防団員の確保の目的で報酬の改定を行う
が、今後現在の定数が適正かも含めて消防
委員会に議論してもらう。

答
質
　
疑

●消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例
　（一部改正）

3月12日実施のJRダイヤ改正をうけ、
今後の鉄道網の存続・維持するための
施策を国や自治体に求めるもの

JRのダイヤ改正で減便となるが、市に対して
問い合わせや要望は。

問
なかった。答

質
　
疑

●地方における鉄道施策（請願）

未就学児に係る被保険者均等割額を
半減、基礎賦課額に係る賦課限度額を
63万円から65万円に引上げるなど低
所得者の負担を軽減するもの

均等割額が半額になると、市の負担額は。問
50万円と見込んでいるが、2分の1は国、4
分の1は県が負担する。

答
質
　
疑

●国民健康保険条例（一部改正）

サテライトオフィスなどの整備に伴い、
会議室などの箇所以外の占有につい
て指定管理者が使用料を決め、収入と
することができるようにするもの

指定管理者が使用料を定める効果は。問
指定管理者に責任をもって運営してもらう
ため。

答
質
　
疑

●地場産業振興センター条例（一部改正）

江の川治水対策推進に向けた体制づく
りのため、建設部門の組織の見直しを
おこない、併せて一部の課の事務につ
いて整理するもの

業務量が多くなると思われるが、配置人数
で対応できるのか。

問
状況に応じて変えていく。答

質
　
疑

●江津市課設置条例（一部改正）

江津市及び浜田市両市のそれぞれが地
域包括支援センターの設置者となる必
要が生じたため、職員及び運営に関す
る基準を定める条例

地域包括支援センター運営協議会とあるが
どのような協議会なのか。

問
被保険者をはじめ医療福祉関係など15人以
内の委員で構成。

答
質
　
疑

●地域包括支援センターの職員及び運営に関する
　基準を定める条例制定

45



当初予算案では、最優先とされたはずのコロナ対策の計上
が、全体のわずか０．２％で、日本共産党江津市議団で求
めたＰＣＲ検査など、災害避難所の感染対策も不十分。済
生会への補助も従来通りでコロナ対策は含まれず、中小企
業支援はなくなっている。最重要課題の人口減少対策も新
規事業がなく、子どもの医療費助成も十分な拡充がされて
いないため反対。　

生活交通では充実がない。民生委員の過重負担軽減がな
い。経済的負担軽減を図るべきなのに放課後児童クラブの
料金は値上げ。有福温泉活性化はまちづくりの全体像が不
明瞭。冠水対策の市道かさ上げがない。街路灯の新設がな
い。桜江町川越の地域交流施設建設では、避難所でもある
のにかさ上げが足りず、想定される危険を排除できない。住
宅耐震化を進める施策がない。図書館整備への取り組みが
ない。このような予算案には反対。　

反対 多田 伸治森川 佳英

令和4年度一般会計予算議案第13号 可決

市長選挙を控えた骨格予算である。新型コロナウィルス感染症への対応を最優先しつつ、最重要課題の「人口減少対策の
推進」に重点を置いた編成になっている。特に、「自治体DX推進事業について」スマート自治体実現のため、オンライン化対
応の整備などが予定されており、その他の事業についても、必要な予算である。また、市債発行額が元金償還額を上回らな
いよう市債残高の抑制に努めている。その結果、実質公債費率が１１.２％の見込みとなり本予算案に賛成。

賛成 石橋 孝義

反対

本会議 における 賛成・反対意見

被保険者数が令和３年度よりも減少しているのに保険料が
増えている要因は、後期高齢者医療保険料の値上げにあ
る。高齢者の年金が引き下げられ、生活物資やガソリンが
値上がりしている状況で、保険料の値上げはするべきでは
ないため反対。　

本予算は、島根県後期高齢者医療連合会から示された、保
険料や医療給付負担の見込み額により編成されたものであ
る。制度の安定的な維持・運営のためにも必要な予算となっ
ており賛成。

反対 森川 和英森川 佳英

令和4年度後期高齢者医療事業予算議案第16号 可決
賛成

令和４年度も例年と同規模の３億９５００万円の管渠整備
費が計上され、それを支えるため、一般会計から２億４６７
０万円が繰り入れられ、一般会計が圧迫されている。行政
は「財政が厳しい」と言うが、無理な管渠整備を止めれば、
子どもの医療費助成の拡充や街路灯新設も十分できる。汚
水処理を進めるなら合併浄化槽への補助を１０倍した方が
効果的であるため反対。　

令和４年度の管渠整備には、二宮町１工区、都野津中央２
工区、蛭子北工区、嘉久志南工区など比較的人口密集地域
であり、接続率の向上が見込める。今後とも処理場能力向
上のために管渠整備をすべきと考え、本予算は必要と判断
し賛成。

反対 石橋 孝義多田 伸治

令和4年度公共下水道事業予算議案第17号 可決
賛成

２年前から県へ支払う受水費が５０００万円下げられ、同
程度の純利益が出ている。将来的な施設整備の財源を確
保する必要もあるが、日本共産党で行った住民アンケート
には「高過ぎる水道料金を下げてほしい」との声が寄せられ
ている。純利益全てとは言わないが、行政として市民に寄り
添うため、少しでも水道料金を値下げすべきであり、予算案
には反対。

本予算は、他会計からの補助金、予定キャッシュフロー計算
書、予定損益計算書、予定貸借対照表、予算実施計画明細
書などを定めている。資本的収入及び支出のうち、支出につ
いて、配水管の敷設及び布設替え工事、支障移転工事など
を行う予定としている。いずれも必要な予算と認め賛成。

反対 藤間 義明多田 伸治

令和4年度水道事業予算議案第19号 可決
賛成

条例案では、国保料算定の均等割を未就学児について半分
免除するとしている。負担軽減には評価すべき点もあるが、
日本共産党江津市議団は子どもの均等割廃止を求めてお
り、対応として不十分。また、被保険者への負担増となる賦
課限度額の引き上げも盛り込まれている。国の言いなりでは
なく、国保会計の黒字を活かした負担軽減を求めて反対。

今回の条例改正の概要は、未就学児に係る保険料の被保
険者の均等割額の減額措置及び基礎賦課額に係る賦課限
度額の改正などである。子育て世帯の負担軽減、及び国民
健康保険事業や後期高齢者医療事業の安定的な持続は本
市における第6次江津市総合振興計画に盛り込まれている
「健康で安心して暮らせるまちづくり」に資するもので必要
な改正であり賛成。

反対 坂手 洋介森川 佳英

国民健康保険条例（一部改正）議案第5号 可決
賛成

補正予算案では、市債１０億７５５９万円の早期返済が計上
されている。むこう１３年で４２００万円の利子を浮かせる財
政努力だが、現状ではコロナ禍への対策を優先すべき。コ
ロナ禍で打撃を受けた市民・事業者から、市議会にも助け
を求める陳情が寄せられており、支援は行き渡っていない。
予定外の返済ができるのであれば、市民の救済を優先すべ
きであり、予算案には反対。　

今回の補正予算は主に各事業の実績及び決算見込み額な
どで調整を行うとともに、将来の公債費負担の軽減を図る
ため、市債の繰上償還にかかる予算を計上している。繰上
償還によって令和3年度の実質公債費率は１２％台前半に
なる見込み。その他、コロナウイルス感染症対策に関するも
のなど必要な予算の計上となっており賛成。

反対 坂手 洋介多田 伸治

令和3年度一般会計補正予算（第13号）議案第20号 可決
賛成

国保料は世帯数・被保険者数の減少にも関わらず増加して
おり、賦課限度額の引き上げの影響が出ている。一方、保険
給付費も増加しており、コロナ禍の影響での重症化が心配
され、病気の早期発見・早期治療の取り組みが必要となっ
ている。しかし、病気予防のための特定健診では、受診率の
目標を下げており、予防の取り組みが不十分。経済的負担
増と重症化予防に不安があるため反対。　

国民健康保険歳入歳出予算は、令和３年度の見込みなどか
ら計上し、その収支について基金を崩すことなく計上。県か
らの交付金、特別交付税は主に令和３年度で事務処理シス
テム更新費への補助がなくなることで減少し、収支調整項
目である保険料が増えている。歳出は事務処理システムの
更新費や県への納付金が減額となることから、総額で７２
００万円の減。適正に行われており賛成。

反対 鍛治 恵巳子森川 佳英

令和4年度国民健康保険事業予算議案第14号 可決
賛成

議会活性化特別委員会委員長最終報告 委員長　森脇　悦朗

【議員定数について】
議員のなり手不足の現状打破のためには、定数減
といった手法ではなく議会の魅力化向上を目指す
必要があり、定数減は志のある人の門戸を狭める
結果となる。また議会の役割を補完・代替する案
を市民に示す必要があるが、時間的余裕がないた
め、現行の16人と決定した。

【議員報酬について】
県内他市の状況、全国の同規模の自治体の状況
などから総合的に判断し、平成24年4月の改定前
の月額に戻すよう特別職報酬審議会の開催を求め
ることにした。

【市民参加について】
これまでの議会報告会を市民の意見を聴取する場
と位置付け、その意見などを政策立案できるよう政
策形成サイクルをルール化することにした。

【議会のネット配信について】
今回の3月議会の一般質問からYouTubeで配信
し、今後、費用面・データ編集・個人情報の取り扱
いなどを検討することにした。

【その他】
「議会モニター制度」「通年議会」「タブレット端末
の導入」「資料のデジタル化」について、今後も引
き続き費用面や事務局体制などの課題を検討する
ことにした。
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当初予算案では、最優先とされたはずのコロナ対策の計上
が、全体のわずか０．２％で、日本共産党江津市議団で求
めたＰＣＲ検査など、災害避難所の感染対策も不十分。済
生会への補助も従来通りでコロナ対策は含まれず、中小企
業支援はなくなっている。最重要課題の人口減少対策も新
規事業がなく、子どもの医療費助成も十分な拡充がされて
いないため反対。　

生活交通では充実がない。民生委員の過重負担軽減がな
い。経済的負担軽減を図るべきなのに放課後児童クラブの
料金は値上げ。有福温泉活性化はまちづくりの全体像が不
明瞭。冠水対策の市道かさ上げがない。街路灯の新設がな
い。桜江町川越の地域交流施設建設では、避難所でもある
のにかさ上げが足りず、想定される危険を排除できない。住
宅耐震化を進める施策がない。図書館整備への取り組みが
ない。このような予算案には反対。　

反対 多田 伸治森川 佳英

令和4年度一般会計予算議案第13号 可決

市長選挙を控えた骨格予算である。新型コロナウィルス感染症への対応を最優先しつつ、最重要課題の「人口減少対策の
推進」に重点を置いた編成になっている。特に、「自治体DX推進事業について」スマート自治体実現のため、オンライン化対
応の整備などが予定されており、その他の事業についても、必要な予算である。また、市債発行額が元金償還額を上回らな
いよう市債残高の抑制に努めている。その結果、実質公債費率が１１.２％の見込みとなり本予算案に賛成。

賛成 石橋 孝義

反対

本会議 における 賛成・反対意見

被保険者数が令和３年度よりも減少しているのに保険料が
増えている要因は、後期高齢者医療保険料の値上げにあ
る。高齢者の年金が引き下げられ、生活物資やガソリンが
値上がりしている状況で、保険料の値上げはするべきでは
ないため反対。　

本予算は、島根県後期高齢者医療連合会から示された、保
険料や医療給付負担の見込み額により編成されたものであ
る。制度の安定的な維持・運営のためにも必要な予算となっ
ており賛成。

反対 森川 和英森川 佳英

令和4年度後期高齢者医療事業予算議案第16号 可決
賛成

令和４年度も例年と同規模の３億９５００万円の管渠整備
費が計上され、それを支えるため、一般会計から２億４６７
０万円が繰り入れられ、一般会計が圧迫されている。行政
は「財政が厳しい」と言うが、無理な管渠整備を止めれば、
子どもの医療費助成の拡充や街路灯新設も十分できる。汚
水処理を進めるなら合併浄化槽への補助を１０倍した方が
効果的であるため反対。　

令和４年度の管渠整備には、二宮町１工区、都野津中央２
工区、蛭子北工区、嘉久志南工区など比較的人口密集地域
であり、接続率の向上が見込める。今後とも処理場能力向
上のために管渠整備をすべきと考え、本予算は必要と判断
し賛成。

反対 石橋 孝義多田 伸治

令和4年度公共下水道事業予算議案第17号 可決
賛成

２年前から県へ支払う受水費が５０００万円下げられ、同
程度の純利益が出ている。将来的な施設整備の財源を確
保する必要もあるが、日本共産党で行った住民アンケート
には「高過ぎる水道料金を下げてほしい」との声が寄せられ
ている。純利益全てとは言わないが、行政として市民に寄り
添うため、少しでも水道料金を値下げすべきであり、予算案
には反対。

本予算は、他会計からの補助金、予定キャッシュフロー計算
書、予定損益計算書、予定貸借対照表、予算実施計画明細
書などを定めている。資本的収入及び支出のうち、支出につ
いて、配水管の敷設及び布設替え工事、支障移転工事など
を行う予定としている。いずれも必要な予算と認め賛成。

反対 藤間 義明多田 伸治

令和4年度水道事業予算議案第19号 可決
賛成

条例案では、国保料算定の均等割を未就学児について半分
免除するとしている。負担軽減には評価すべき点もあるが、
日本共産党江津市議団は子どもの均等割廃止を求めてお
り、対応として不十分。また、被保険者への負担増となる賦
課限度額の引き上げも盛り込まれている。国の言いなりでは
なく、国保会計の黒字を活かした負担軽減を求めて反対。

今回の条例改正の概要は、未就学児に係る保険料の被保
険者の均等割額の減額措置及び基礎賦課額に係る賦課限
度額の改正などである。子育て世帯の負担軽減、及び国民
健康保険事業や後期高齢者医療事業の安定的な持続は本
市における第6次江津市総合振興計画に盛り込まれている
「健康で安心して暮らせるまちづくり」に資するもので必要
な改正であり賛成。

反対 坂手 洋介森川 佳英

国民健康保険条例（一部改正）議案第5号 可決
賛成

補正予算案では、市債１０億７５５９万円の早期返済が計上
されている。むこう１３年で４２００万円の利子を浮かせる財
政努力だが、現状ではコロナ禍への対策を優先すべき。コ
ロナ禍で打撃を受けた市民・事業者から、市議会にも助け
を求める陳情が寄せられており、支援は行き渡っていない。
予定外の返済ができるのであれば、市民の救済を優先すべ
きであり、予算案には反対。　

今回の補正予算は主に各事業の実績及び決算見込み額な
どで調整を行うとともに、将来の公債費負担の軽減を図る
ため、市債の繰上償還にかかる予算を計上している。繰上
償還によって令和3年度の実質公債費率は１２％台前半に
なる見込み。その他、コロナウイルス感染症対策に関するも
のなど必要な予算の計上となっており賛成。

反対 坂手 洋介多田 伸治

令和3年度一般会計補正予算（第13号）議案第20号 可決
賛成

国保料は世帯数・被保険者数の減少にも関わらず増加して
おり、賦課限度額の引き上げの影響が出ている。一方、保険
給付費も増加しており、コロナ禍の影響での重症化が心配
され、病気の早期発見・早期治療の取り組みが必要となっ
ている。しかし、病気予防のための特定健診では、受診率の
目標を下げており、予防の取り組みが不十分。経済的負担
増と重症化予防に不安があるため反対。　

国民健康保険歳入歳出予算は、令和３年度の見込みなどか
ら計上し、その収支について基金を崩すことなく計上。県か
らの交付金、特別交付税は主に令和３年度で事務処理シス
テム更新費への補助がなくなることで減少し、収支調整項
目である保険料が増えている。歳出は事務処理システムの
更新費や県への納付金が減額となることから、総額で７２
００万円の減。適正に行われており賛成。

反対 鍛治 恵巳子森川 佳英

令和4年度国民健康保険事業予算議案第14号 可決
賛成

議会活性化特別委員会委員長最終報告 委員長　森脇　悦朗

【議員定数について】
議員のなり手不足の現状打破のためには、定数減
といった手法ではなく議会の魅力化向上を目指す
必要があり、定数減は志のある人の門戸を狭める
結果となる。また議会の役割を補完・代替する案
を市民に示す必要があるが、時間的余裕がないた
め、現行の16人と決定した。

【議員報酬について】
県内他市の状況、全国の同規模の自治体の状況
などから総合的に判断し、平成24年4月の改定前
の月額に戻すよう特別職報酬審議会の開催を求め
ることにした。

【市民参加について】
これまでの議会報告会を市民の意見を聴取する場
と位置付け、その意見などを政策立案できるよう政
策形成サイクルをルール化することにした。

【議会のネット配信について】
今回の3月議会の一般質問からYouTubeで配信
し、今後、費用面・データ編集・個人情報の取り扱
いなどを検討することにした。

【その他】
「議会モニター制度」「通年議会」「タブレット端末
の導入」「資料のデジタル化」について、今後も引
き続き費用面や事務局体制などの課題を検討する
ことにした。

67



ＪＲ江津駅

コドモミライいわみのイベント

Q
．家
庭
状
況
に
応
じ
、適
切
な
支
援

に
つ
な
げ
る
包
括
的
な
支
援
セ

ン
タ
ー
や
相
談
窓
口
の
設
置
を
。

A
．ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や

学
級
担
任
が
、状
況
や
相
談
か
ら

把
握
し
て
い
る
。国
設
置
の
24
時

間
ダ
イ
ヤ
ル
が
あ
り
、設
置
予
定

は
な
い
。

【
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
推
進
】

Q
．女
子
生
徒
の
制
服
で
の
ス
ラ
ッ

ク
ス
着
用
を
認
め
る
柔
軟
な
対

応
を
。

A
．検
討
は
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、制

服
改
定
は
保
護
者
負
担
と
な
る
た

め
、保
護
者
と
の
協
議
で
進
む
と

考
え
る
。

Q
．学
校
の
ト
イ
レ
へ
無
償
の
生
理

用
品
の
常
備
配
布
を
。

A
．衛
生
面
や
教
職
員
の
負
担
か
ら
、

無
償
配
布
は
考
え
て
い
な
い
。

【
Ｊ
Ｒ
減
便
と
鉄
道
存
続
】

Q
．鉄
道
事
業
法
の
届
け
出
制
を
、許

認
可
制
へ
改
正
す
る
取
り
組
み
は
。

A
．丸
山
知
事
含
め
、23
道
県
知
事
が

緊
急
提
言
で
見
直
し
を
求
め
て
お

り
、協
調
し
て
取
り
組
む
。

Q
．中
国
地
方
の
国
会
議
員
・
県
議
と

一
丸
と
な
り
連
携
し
た
取
り
組

み
を
。

A
．広
域
的
な
取
り
組
み
に
、協
力
・

連
携
し
て
い
く
。

Q
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
調
査
を

A
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
限
定
し
た

実
態
調
査
は
考
え
て
い
な
い

植田 好雄

市
議

市QA＆

の

の

江津市をもっと
暮らしやすくするには、
こうしたらいいな

一般質問一
般
質
問
と
は
？

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内

容
に
つ
い
て
、市
議
会
議
員
が
市
に
対
し

て
質
問
を
行
い
ま
す
。原
稿
は
質
問
し
た

議
員
自
身
が
、主
な
質
問
に
つ
い
て
要
旨

を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

※一般質問の全ての内容は市のホームページの
　「市議会」→「会議録検索」から見ることができ
　ます。
　（ただし掲載は次期定例会の前になります）

Q
．生
理
痛
を
我
慢
し
て
勉
強
・
部
活
に

支
障
が
あ
る
児
童
・
生
徒
た
ち
の
Ｓ

Ｏ
Ｓ
に
気
付
け
る
体
制
づ
く
り
を
。

A
．担
任
・
部
活
動
顧
問
な
ど
が
対
応

を
す
る
。言
い
出
せ
な
い
場
合
も
教

職
員
が
声
か
け
を
こ
こ
ろ
が
け
る
。

Q
．フ
ェ
ム
テ
ッ
ク
活
用
へ
の
考
え
は
。

A
．企
業
が
女
性
特
有
の
状
態
に
合
わ

せ
た
ア
プ
リ
な
ど
を
開
発
・
販
売

し
て
い
る
。今
活
用
が
期
待
さ
れ

る
分
野
。Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
中
で

研
究
す
る
。

【
有
機
農
業
】

Q
．学
校
給
食
は
健
康
教
育
。地
産
地

消
の
推
進
を
。

A
．令
和
２
年
度
は
豪
雨
・
寒
波
な
ど

の
影
響
で
野
菜
33
％
の
地
産
地
消

率
だ
っ
た
。米
は
１
０
０
％
使
用
。

Q
．オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
を
求
め
る

お
母
さ
ん
た
ち
の
声
が
あ
る
。取

り
組
み
を
。

A
．学
校
給
食
で
の
利
用
促
進
に
取
り

組
ん
で
お
り
、５
品
目
の
有
機
農
産

物
を
利
用
し
て
い
る
。利
用
品
目
や

量
を
高
め
、他
自
治
体
の
先
進
事

例
を
参
考
に
し
て
、本
市
の
現
状
に

合
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
る
。

Q
更
年
期
世
代
が
労
働
力
の
中
心

多
様
な
悩
み
を
解
決
す
る
環
境
を

A
24
時
間
ご
う
つ
健
康
相
談
ダ
イ
ヤ

ル
を
設
け
、誰
で
も
相
談
で
き
る

鍛治 恵巳子

Q
．子
ど
も
が
正
し
い
食
生
活
の
知

識
と
習
慣
を
備
え
る
た
め
、新
学

習
指
導
要
領
で
の
食
育
の
扱
い

は
。

A
．各
教
科
お
よ
び
総
合
的
な
学
習
の

時
間
な
ど
、教
科
の
特
性
に
応
じ

て
適
切
に
行
い
、家
庭
や
地
域
と

連
携
し
て
日
常
で
の
実
践
を
促

し
、生
涯
を
通
じ
た
健
康
・
安
全

で
活
力
の
あ
る
生
活
を
送
る
基
礎

を
培
う
よ
う
、配
慮
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
。

Q
．市
内
に
２
人
配
置
さ
れ
た
栄
養

教
諭
の
食
に
関
す
る
指
導
で
の

役
割
は
。

A
．児
童
生
徒
に
対
す
る
個
別
の
相
談

指
導
、学
級
担
任
な
ど
と
連
携
し

た
食
に
関
す
る
指
導
、全
体
計
画

策
定
な
ど
へ
の
参
画
、児
童
生
徒

の
栄
養
状
態
な
ど
の
把
握
、養
護

教
諭
と
連
携
し
た
健
康
管
理
、献

立
表
の
作
成
や
衛
生
管
理
な
ど
を

担
っ
て
い
る
。

Q
．学
校
給
食
費
の
公
会
計
化
で
教

職
員
の
徴
収
業
務
の
軽
減
を
。

A
．教
職
員
の
業
務
負
担
の
軽
減
な
ど

多
く
の
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
が
、全
国

的
に
進
ん
で
い
な
い
。業
務
シ
ス
テ

ム
導
入
の
コ
ス
ト
が
必
要
と
な
る

た
め
、具
体
的
な
検
討
は
し
て
い

な
い
。

出典：農林水産省発行の食育ガイドより

Q
食
育
基
本
法
の
背
景
・
目
的
は

A
社
会
の
変
化
で
生
じ
た「
食
の
安

全
」の
問
題
に
対
応
す
る
食
育

森川 和英

フ
ェ
ム
テ
ッ
ク
と
は

Ｆ
ｅ
ｍ
ａ
ｌ
ｅ(

女
性)

と
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ

ｙ(

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー)

を
か
け
あ
わ
せ
た
も
の
。

女
性
が
抱
え
る
健
康
の
課
題
を
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

で
解
決
で
き
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
。

Ｄ
Ｘ
と
は

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
略
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
用
い
る
こ
と
で
、生
活
や
ビ

ジ
ネ
ス
が
変
容
し
て
い
く
こ
と
。
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ＪＲ江津駅

コドモミライいわみのイベント

Q
．家
庭
状
況
に
応
じ
、適
切
な
支
援

に
つ
な
げ
る
包
括
的
な
支
援
セ

ン
タ
ー
や
相
談
窓
口
の
設
置
を
。

A
．ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や

学
級
担
任
が
、状
況
や
相
談
か
ら

把
握
し
て
い
る
。国
設
置
の
24
時

間
ダ
イ
ヤ
ル
が
あ
り
、設
置
予
定

は
な
い
。

【
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
推
進
】

Q
．女
子
生
徒
の
制
服
で
の
ス
ラ
ッ

ク
ス
着
用
を
認
め
る
柔
軟
な
対

応
を
。

A
．検
討
は
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、制

服
改
定
は
保
護
者
負
担
と
な
る
た

め
、保
護
者
と
の
協
議
で
進
む
と

考
え
る
。

Q
．学
校
の
ト
イ
レ
へ
無
償
の
生
理

用
品
の
常
備
配
布
を
。

A
．衛
生
面
や
教
職
員
の
負
担
か
ら
、

無
償
配
布
は
考
え
て
い
な
い
。

【
Ｊ
Ｒ
減
便
と
鉄
道
存
続
】

Q
．鉄
道
事
業
法
の
届
け
出
制
を
、許

認
可
制
へ
改
正
す
る
取
り
組
み
は
。

A
．丸
山
知
事
含
め
、23
道
県
知
事
が

緊
急
提
言
で
見
直
し
を
求
め
て
お

り
、協
調
し
て
取
り
組
む
。

Q
．中
国
地
方
の
国
会
議
員
・
県
議
と

一
丸
と
な
り
連
携
し
た
取
り
組

み
を
。

A
．広
域
的
な
取
り
組
み
に
、協
力
・

連
携
し
て
い
く
。

Q
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
調
査
を

A
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
限
定
し
た

実
態
調
査
は
考
え
て
い
な
い

植田 好雄

市
議

市QA＆

の

の

江津市をもっと
暮らしやすくするには、
こうしたらいいな

一般質問一
般
質
問
と
は
？

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内

容
に
つ
い
て
、市
議
会
議
員
が
市
に
対
し

て
質
問
を
行
い
ま
す
。原
稿
は
質
問
し
た

議
員
自
身
が
、主
な
質
問
に
つ
い
て
要
旨

を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

※一般質問の全ての内容は市のホームページの
　「市議会」→「会議録検索」から見ることができ
　ます。
　（ただし掲載は次期定例会の前になります）

Q
．生
理
痛
を
我
慢
し
て
勉
強
・
部
活
に

支
障
が
あ
る
児
童
・
生
徒
た
ち
の
Ｓ

Ｏ
Ｓ
に
気
付
け
る
体
制
づ
く
り
を
。

A
．担
任
・
部
活
動
顧
問
な
ど
が
対
応

を
す
る
。言
い
出
せ
な
い
場
合
も
教

職
員
が
声
か
け
を
こ
こ
ろ
が
け
る
。

Q
．フ
ェ
ム
テ
ッ
ク
活
用
へ
の
考
え
は
。

A
．企
業
が
女
性
特
有
の
状
態
に
合
わ

せ
た
ア
プ
リ
な
ど
を
開
発
・
販
売

し
て
い
る
。今
活
用
が
期
待
さ
れ

る
分
野
。Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
中
で

研
究
す
る
。

【
有
機
農
業
】

Q
．学
校
給
食
は
健
康
教
育
。地
産
地

消
の
推
進
を
。

A
．令
和
２
年
度
は
豪
雨
・
寒
波
な
ど

の
影
響
で
野
菜
33
％
の
地
産
地
消

率
だ
っ
た
。米
は
１
０
０
％
使
用
。

Q
．オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
を
求
め
る

お
母
さ
ん
た
ち
の
声
が
あ
る
。取

り
組
み
を
。

A
．学
校
給
食
で
の
利
用
促
進
に
取
り

組
ん
で
お
り
、５
品
目
の
有
機
農
産

物
を
利
用
し
て
い
る
。利
用
品
目
や

量
を
高
め
、他
自
治
体
の
先
進
事

例
を
参
考
に
し
て
、本
市
の
現
状
に

合
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
る
。

Q
更
年
期
世
代
が
労
働
力
の
中
心

多
様
な
悩
み
を
解
決
す
る
環
境
を

A
24
時
間
ご
う
つ
健
康
相
談
ダ
イ
ヤ

ル
を
設
け
、誰
で
も
相
談
で
き
る

鍛治 恵巳子

Q
．子
ど
も
が
正
し
い
食
生
活
の
知

識
と
習
慣
を
備
え
る
た
め
、新
学

習
指
導
要
領
で
の
食
育
の
扱
い

は
。

A
．各
教
科
お
よ
び
総
合
的
な
学
習
の

時
間
な
ど
、教
科
の
特
性
に
応
じ

て
適
切
に
行
い
、家
庭
や
地
域
と

連
携
し
て
日
常
で
の
実
践
を
促

し
、生
涯
を
通
じ
た
健
康
・
安
全

で
活
力
の
あ
る
生
活
を
送
る
基
礎

を
培
う
よ
う
、配
慮
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
。

Q
．市
内
に
２
人
配
置
さ
れ
た
栄
養

教
諭
の
食
に
関
す
る
指
導
で
の

役
割
は
。

A
．児
童
生
徒
に
対
す
る
個
別
の
相
談

指
導
、学
級
担
任
な
ど
と
連
携
し

た
食
に
関
す
る
指
導
、全
体
計
画

策
定
な
ど
へ
の
参
画
、児
童
生
徒

の
栄
養
状
態
な
ど
の
把
握
、養
護

教
諭
と
連
携
し
た
健
康
管
理
、献

立
表
の
作
成
や
衛
生
管
理
な
ど
を

担
っ
て
い
る
。

Q
．学
校
給
食
費
の
公
会
計
化
で
教

職
員
の
徴
収
業
務
の
軽
減
を
。

A
．教
職
員
の
業
務
負
担
の
軽
減
な
ど

多
く
の
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
が
、全
国

的
に
進
ん
で
い
な
い
。業
務
シ
ス
テ

ム
導
入
の
コ
ス
ト
が
必
要
と
な
る

た
め
、具
体
的
な
検
討
は
し
て
い

な
い
。

出典：農林水産省発行の食育ガイドより

Q
食
育
基
本
法
の
背
景
・
目
的
は

A
社
会
の
変
化
で
生
じ
た「
食
の
安

全
」の
問
題
に
対
応
す
る
食
育

森川 和英

フ
ェ
ム
テ
ッ
ク
と
は

Ｆ
ｅ
ｍ
ａ
ｌ
ｅ(

女
性)

と
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ

ｙ(

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー)

を
か
け
あ
わ
せ
た
も
の
。

女
性
が
抱
え
る
健
康
の
課
題
を
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

で
解
決
で
き
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
。

Ｄ
Ｘ
と
は

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
略
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
用
い
る
こ
と
で
、生
活
や
ビ

ジ
ネ
ス
が
変
容
し
て
い
く
こ
と
。
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Q
．江
の
川
以
東
・
以
西
の
現
状
に
つ

い
て
の
認
識
は
。

A
．全
体
的
に
海
岸
浸
食
傾
向
に
あ
る

と
認
識
は
し
て
い
る
。

Q
．第
二
新
川
河
口
か
ら
真
島
西
海

岸
の
認
識
は
。

A
．抜
本
的
対
策
が
必
要
。一
部
潜
堤
や
着

浜
工
事
の
実
施
状
況
を
注
視
す
る
。

【
養
豚
場
の
排
水
】

Q
．大
田
市
温
泉
津
町
に
養
豚
場
建

設
計
画
が
あ
る
。そ
の
排
水
が
波

積
北
川
・
都
治
川
水
系
へ
流
入
す

る
可
能
性
は
。

A
．事
業
者
は
福
光
川
水
系
へ
排
水
す

る
と
回
答
し
て
い
る
が
、引
き
続

き
監
視
は
必
要
。

【
松
枯
れ
対
策
】

Q
．海
岸
防
風
林
や
市
道
周
辺
、県

道
、住
宅
隣
接
地
の
松
枯
れ
へ
の

危
険
性
の
認
識
は
。

A
．毎
年
新
た
な
松
枯
れ
が
発
生
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

Q
．対
策
は
。

A
．枯
れ
た
松
を
伐
倒
し
、燻
蒸
処
理

を
計
画
的
に
実
施
す
る
。

和木海岸塩田海岸

Q
汀
線
監
視
と
海
岸
保
全
へ
の

認
識
は

A
被
害
が
発
生
す
れ
ば
直
ち
に
対
策

の
実
施
を
要
望
す
る

石橋 孝義

Q
．10
年
計
画
終
了
地
域
の
活
動
経

費
の
支
援
は
。

A
．１
０
０
０
万
円
を
活
用
し
き
れ
な

い
地
域
は
３
年
間
延
長
す
る
。終

了
し
た
地
域
は
年
間
50
万
円
を

限
度
に
地
域
づ
く
り
計
画
に
則
り

交
付
す
る
。

Q
．買
い
物
弱
者
支
援
の
た
め
に
は

核
と
な
る
店
舗
が
必
要
。仕
組
み

づ
く
り
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

A
．令
和
４
年
度
桜
江
地
区
で
は
、地

域
主
体
の
移
動
販
売
車
の
実
証
実

験
を
行
う
予
定
。一
定
の
効
果
が

あ
れ
ば
他
地
域
へ
の
横
展
開
も
検

討
し
た
い
。「
買
い
物
拠
点
」の
整

備
も
安
心
な
暮
ら
し
を
確
保
す
る

た
め
の
一
つ
の
手
法
で
あ
る
。地
域

ニ
ー
ズ
や
資
源
が
異
な
る
こ
と
か

ら
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
連
携
し
て

支
援
を
し
た
い
。

Q
．小
さ
な
拠
点
づ
く
り
の
た
め
の

核
と
な
る
施
設
の
改
修
や
、加
工

場
整
備
に
過
疎
債
の
活
用
を
。

A
．過
疎
計
画
に
盛
り
込
め
ば
活
用
は

可
能
。た
だ
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
整
備
し
、市
が
補
助
す
る
場
合

は
、公
共
性
な
ど
の
観
点
か
ら
合

理
的
な
範
囲
の
金
額
を
補
助
し

て
い
く
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が

あ
る
。

跡市地域の憩いの場でもある「阿刀の郷」
あ と　   さと

Q
各
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動

評
価
は

A
計
画
に
基
づ
い
た
活
動
な
ど
を

着
実
に
進
め
て
い
る

森脇 悦朗

Q
．保
険
年
金
課
と
し
て
の
今
後
の

人
口
減
少
対
策
は
。

A
．若
い
世
代
が
結
婚
・
子
育
て
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
と
し
て
、乳
幼

児
等
医
療
費
助
成
事
業
や
児
童

入
院
助
成
事
業
で
、経
済
的
負
担

軽
減
を
図
る
。令
和
４
年
度
か
ら

は
、現
在
の
医
療
費
助
成
の
対
象

を
15
歳
ま
で
拡
大
す
る
。

Q
．令
和
３
年
度
か
ら
、12
歳
ま
で
の

医
療
費
負
担
の
月
額
上
限
を
通

院
１
０
０
０
円
・
入
院
２
０
０
０

円
ま
で
と
な
っ
た
が
、本
市
の
財

政
負
担
は
。

A
．12
月
ま
で
で
５
６
０
万
円
。

Q
．日
本
共
産
党
で
実
施
し
た
住
民
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、３
７
０
通
の
返

信
の
う
ち「
子
ど
も
の
医
療
費
を

高
校
卒
業
ま
で
無
料
に
」と
の
回

答
が
54
％
だ
っ
た
。ま
た
、医
療

費
の
無
償
化
は
、早
期
の
病
気
発

見・治
療
に
よ
る
重
症
化
予
防
で
、

医
療
費
の
抑
制
に
つ
な
が
る
。医

療
費
助
成
を「
18
歳
ま
で
無
償
」

へ
拡
充
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
る
。

A
．18
歳
ま
で
無
償
へ
拡
大
し
た
場
合

は
年
間
１
８
０
０
万
円
の
予
算
が

必
要
で
、こ
の
財
政
負
担
は
本
市

に
と
っ
て
軽
く
な
い
。全
国
ど
こ
で

も
同
程
度
の
助
成
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
、市
長
会
な
ど
を
通
じ
て
国

へ
制
度
化
を
求
め
て
い
る
。

Q
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の

「
18
歳
ま
で
無
償
」へ
の
拡
充
を

A
年
間
１
８
０
０
万
円
の

財
政
負
担
が
重
く
困
難

森川 佳英

Q
．日
本
共
産
党
で
実
施
し
た
住
民

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、困
り
事
と
し

て「
交
通
不
便
」と
の
回
答
が
多

く
あ
っ
た
。令
和
４
年
度
で
生
活

交
通
バ
ス
の
充
実
は
あ
る
か
。

A
．令
和
３
年
度
と
同
様
の
運
行
。

Q
．令
和
４
年
度
策
定
の
地
域
公
共

交
通
計
画
に
、具
体
的
な「
充
実
」

は
織
り
込
ま
れ
る
か
。

A
．市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
参
考
に

充
実
を
図
る
。

Q
．具
体
的
な
話
が
全
く
な
い
。計
画

策
定
へ
の
腹
案
は
な
い
の
か
。

A
．地
域
に
応
じ
た
交
通
体
系
の
構

築
・
交
通
弱
者
対
策
を
講
じ
る
。

Q
．計
画
へ
市
内
全
域
で
の
乗
合
タ
ク

シ
ー
導
入
を
盛
り
込
み
、市
民
の

要
望
に
応
え
る
こ
と
を
求
め
る
。

A
．導
入
に
よ
り
、既
存
の
路
線
バ
ス
・

タ
ク
シ
ー
や
そ
れ
を
利
用
す
る
市

民
へ
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

Q
．交
通
事
業
者
が
潤
う
導
入
方
法

を
、交
通
事
業
者
に
も
考
え
て
も

ら
う
よ
う
、行
政
か
ら
提
案
で
き

な
い
か
。

A
．地
域
の
実
情
に
沿
っ
た
対
策
を
検

討
す
る
。

生活交通バス

Q
交
通
手
段
の
確
保
の
た
め
、市
内
全

域
で
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
導
入
を

A
導
入
に
は
交
通
事
業
者
や
地
域

住
民
と
の
協
議
や
配
慮
が
必
要

多田 伸治

※厚生労働省発表数値より

1011



Q
．江
の
川
以
東
・
以
西
の
現
状
に
つ

い
て
の
認
識
は
。

A
．全
体
的
に
海
岸
浸
食
傾
向
に
あ
る

と
認
識
は
し
て
い
る
。

Q
．第
二
新
川
河
口
か
ら
真
島
西
海

岸
の
認
識
は
。

A
．抜
本
的
対
策
が
必
要
。一
部
潜
堤
や
着

浜
工
事
の
実
施
状
況
を
注
視
す
る
。

【
養
豚
場
の
排
水
】

Q
．大
田
市
温
泉
津
町
に
養
豚
場
建

設
計
画
が
あ
る
。そ
の
排
水
が
波

積
北
川
・
都
治
川
水
系
へ
流
入
す

る
可
能
性
は
。

A
．事
業
者
は
福
光
川
水
系
へ
排
水
す

る
と
回
答
し
て
い
る
が
、引
き
続

き
監
視
は
必
要
。

【
松
枯
れ
対
策
】

Q
．海
岸
防
風
林
や
市
道
周
辺
、県

道
、住
宅
隣
接
地
の
松
枯
れ
へ
の

危
険
性
の
認
識
は
。

A
．毎
年
新
た
な
松
枯
れ
が
発
生
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

Q
．対
策
は
。

A
．枯
れ
た
松
を
伐
倒
し
、燻
蒸
処
理

を
計
画
的
に
実
施
す
る
。

和木海岸塩田海岸

Q
汀
線
監
視
と
海
岸
保
全
へ
の

認
識
は

A
被
害
が
発
生
す
れ
ば
直
ち
に
対
策

の
実
施
を
要
望
す
る

石橋 孝義

Q
．10
年
計
画
終
了
地
域
の
活
動
経

費
の
支
援
は
。

A
．１
０
０
０
万
円
を
活
用
し
き
れ
な

い
地
域
は
３
年
間
延
長
す
る
。終

了
し
た
地
域
は
年
間
50
万
円
を

限
度
に
地
域
づ
く
り
計
画
に
則
り

交
付
す
る
。

Q
．買
い
物
弱
者
支
援
の
た
め
に
は

核
と
な
る
店
舗
が
必
要
。仕
組
み

づ
く
り
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

A
．令
和
４
年
度
桜
江
地
区
で
は
、地

域
主
体
の
移
動
販
売
車
の
実
証
実

験
を
行
う
予
定
。一
定
の
効
果
が

あ
れ
ば
他
地
域
へ
の
横
展
開
も
検

討
し
た
い
。「
買
い
物
拠
点
」の
整

備
も
安
心
な
暮
ら
し
を
確
保
す
る

た
め
の
一
つ
の
手
法
で
あ
る
。地
域

ニ
ー
ズ
や
資
源
が
異
な
る
こ
と
か

ら
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
連
携
し
て

支
援
を
し
た
い
。

Q
．小
さ
な
拠
点
づ
く
り
の
た
め
の

核
と
な
る
施
設
の
改
修
や
、加
工

場
整
備
に
過
疎
債
の
活
用
を
。

A
．過
疎
計
画
に
盛
り
込
め
ば
活
用
は

可
能
。た
だ
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
整
備
し
、市
が
補
助
す
る
場
合

は
、公
共
性
な
ど
の
観
点
か
ら
合

理
的
な
範
囲
の
金
額
を
補
助
し

て
い
く
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が

あ
る
。

跡市地域の憩いの場でもある「阿刀の郷」
あ と　   さと

Q
各
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動

評
価
は

A
計
画
に
基
づ
い
た
活
動
な
ど
を

着
実
に
進
め
て
い
る

森脇 悦朗

Q
．保
険
年
金
課
と
し
て
の
今
後
の

人
口
減
少
対
策
は
。

A
．若
い
世
代
が
結
婚
・
子
育
て
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
と
し
て
、乳
幼

児
等
医
療
費
助
成
事
業
や
児
童

入
院
助
成
事
業
で
、経
済
的
負
担

軽
減
を
図
る
。令
和
４
年
度
か
ら

は
、現
在
の
医
療
費
助
成
の
対
象

を
15
歳
ま
で
拡
大
す
る
。

Q
．令
和
３
年
度
か
ら
、12
歳
ま
で
の

医
療
費
負
担
の
月
額
上
限
を
通

院
１
０
０
０
円
・
入
院
２
０
０
０

円
ま
で
と
な
っ
た
が
、本
市
の
財

政
負
担
は
。

A
．12
月
ま
で
で
５
６
０
万
円
。

Q
．日
本
共
産
党
で
実
施
し
た
住
民
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、３
７
０
通
の
返

信
の
う
ち「
子
ど
も
の
医
療
費
を

高
校
卒
業
ま
で
無
料
に
」と
の
回

答
が
54
％
だ
っ
た
。ま
た
、医
療

費
の
無
償
化
は
、早
期
の
病
気
発

見・治
療
に
よ
る
重
症
化
予
防
で
、

医
療
費
の
抑
制
に
つ
な
が
る
。医

療
費
助
成
を「
18
歳
ま
で
無
償
」

へ
拡
充
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
る
。

A
．18
歳
ま
で
無
償
へ
拡
大
し
た
場
合

は
年
間
１
８
０
０
万
円
の
予
算
が

必
要
で
、こ
の
財
政
負
担
は
本
市

に
と
っ
て
軽
く
な
い
。全
国
ど
こ
で

も
同
程
度
の
助
成
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
、市
長
会
な
ど
を
通
じ
て
国

へ
制
度
化
を
求
め
て
い
る
。

Q
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の

「
18
歳
ま
で
無
償
」へ
の
拡
充
を

A
年
間
１
８
０
０
万
円
の

財
政
負
担
が
重
く
困
難

森川 佳英

Q
．日
本
共
産
党
で
実
施
し
た
住
民

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、困
り
事
と
し

て「
交
通
不
便
」と
の
回
答
が
多

く
あ
っ
た
。令
和
４
年
度
で
生
活

交
通
バ
ス
の
充
実
は
あ
る
か
。

A
．令
和
３
年
度
と
同
様
の
運
行
。

Q
．令
和
４
年
度
策
定
の
地
域
公
共

交
通
計
画
に
、具
体
的
な「
充
実
」

は
織
り
込
ま
れ
る
か
。

A
．市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
参
考
に

充
実
を
図
る
。

Q
．具
体
的
な
話
が
全
く
な
い
。計
画

策
定
へ
の
腹
案
は
な
い
の
か
。

A
．地
域
に
応
じ
た
交
通
体
系
の
構

築
・
交
通
弱
者
対
策
を
講
じ
る
。

Q
．計
画
へ
市
内
全
域
で
の
乗
合
タ
ク

シ
ー
導
入
を
盛
り
込
み
、市
民
の

要
望
に
応
え
る
こ
と
を
求
め
る
。

A
．導
入
に
よ
り
、既
存
の
路
線
バ
ス
・

タ
ク
シ
ー
や
そ
れ
を
利
用
す
る
市

民
へ
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

Q
．交
通
事
業
者
が
潤
う
導
入
方
法

を
、交
通
事
業
者
に
も
考
え
て
も

ら
う
よ
う
、行
政
か
ら
提
案
で
き

な
い
か
。

A
．地
域
の
実
情
に
沿
っ
た
対
策
を
検

討
す
る
。

生活交通バス

Q
交
通
手
段
の
確
保
の
た
め
、市
内
全

域
で
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
導
入
を

A
導
入
に
は
交
通
事
業
者
や
地
域

住
民
と
の
協
議
や
配
慮
が
必
要

多田 伸治
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副次拠点・桜江支所

ロシアによるウクライナ侵略を非難する決議を採択しました

Q
．コ
ロ
ナ
禍
で
市
内
で
の
影
響
は
。

A
．小
中
学
校
で
の
臨
時
休
業
の
間
、

児
童
生
徒
に
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

活
用
し
た
遠
隔
授
業
や
、タ
ブ
レ
ッ

ト
ド
リ
ル
の
活
用
、学
習
プ
リ
ン
ト

の
配
布
な
ど
で
対
応
し
た
。ま
た
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
や
電
話
に
よ
り
児

童
生
徒
の
健
康
状
態
を
確
認
。

　
　  

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
よ
る
感
染
が
県
内

に
急
拡
大
し
始
め
た
時
期
か
ら
飲

食
店
に
影
響
が
出
始
め
、本
市
で

感
染
が
発
表
さ
れ
た
１
月
８
日
以

降
、夜
の
飲
食
店
の
利
用
は
著
し

く
減
少
。

【
有
福
温
泉
】

Q
．再
生
に
向
け
た
今
後
の
施
策
は
。

A
．こ
れ
ま
で
以
上
に
有
福
温
泉
の
知

名
度
を
高
め
つ
つ
、そ
の
価
値
も
落

と
さ
な
い
努
力
が
重
要
。ハ
ー
ド
面

で
は
、エ
リ
ア
Ｗ
ｉ‐

Ｆ
ｉ
の
整
備
、

温
泉
地
の
魅
力
創
出
の
た
め
の
空

Q
ま
ん
延
防
止
解
除
後
の
市
民
生

活
や
地
域
経
済
へ
の
支
援
を

A
本
市
の
状
況
に
見
合
っ
た
支
援

を
し
て
い
き
た
い

山根 兼三郎

Q
．治
水
対
策
に
お
け
る
人
員
不
足

は
。

A
．令
和
４
年
度
に
建
設
部
門
の
組
織

を
改
編
し
、新
た
に
設
置
す
る
事

業
推
進
課
の
中
に「
江
の
川
治
水

対
策
係
」を
設
置
す
る
。

Q
．農
地
買
収
に
よ
る
補
償
と
代
替

地
は
。

A
．補
償
に
つ
い
て
現
在
対
象
と
な
る

方
と
生
産
・
営
業
形
態
な
ど
を
含

め
、ど
の
様
な
補
償
が
行
え
る
か

協
議
を
行
っ
て
い
る
。代
替
地
に
つ

い
て
は
、必
要
面
積
や
桑
に
適
し

た
圃
場
な
ど
、農
地
の
利
活
用
な

ど
候
補
地
の
検
討
を
進
め
て
い

る
。

Q
．内
水
排
除
対
策
の
現
状
は
。

A
．県
が
令
和
５
年
度
の
出
水
期
ま
で

に
、排
水
ポ
ン
プ
車
を
桜
江
地
域

に
配
備
す
る
予
定
。ま
た
、渡
津
・

松
川
・
川
越
地
区
の
消
防
団
に
対

し
、内
水
対
策
用
の
排
水
ポ
ン
プ

５
台
配
備
す
る
予
定
。

Q
治
水
事
業
の
今
後
に
つ
い
て
は

A
治
水
と
ま
ち
づ
く
り
連
携
計
画
を

令
和
４
年
度
に
策
定
し
対
応
す
る

藤田　厚

Q
．コ
ロ
ナ
禍
で
本
庁
舎
の
閉
庁
時
、

桜
江
支
所
の
果
た
し
た
役
割
は
。

A
．本
庁
か
ら
急
遽
、職
員
を
派
遣
し
、

窓
口
業
務
や
高
齢
者
対
応
を
大
き

な
混
乱
も
な
く
、た
く
さ
ん
の
来
庁

者
に
対
し
滞
り
な
く
対
応
で
き
た
。

【
学
校
教
室
環
境
の
整
備
】

Q
．小
中
学
校
に
大
き
な
学
習
机
の

配
置
を
。

A
．ノ
ー
ト
や
教
科
書
と
共
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
机
に
置
く
の
で
狭
い
。令

和
４
年
度
以
降
か
ら
順
次
、現
在
よ

り
縦
横
５
㎝
大
き
な
机
に
更
新
す

る
。

Q
．教
室
の
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
の
大

型
化
を
。

A
．後
方
の
席
か
ら
画
面
が
見
づ
ら
い
の

で
、令
和
４
年
度
中
に
60
イ
ン
チ
以

上
の
大
型
モ
ニ
タ
ー
に
更
新
予
定
。

【
文
化
財
の
保
存
・
保
護
・
活
用
】

Q
．本
市
に
は「
江
津
市
の
文
化
財
」「
桜

江
町
の
文
化
財
」の
２
冊
の
解
説
冊

子
が
あ
る
。い
ず
れ
も
合
併
前
の
編

集
。一
冊
に
再
編
集
す
る
予
定
は
。

A
．市
文
化
財
行
政
課
題
と
し
て
再
編
集

の
必
要
性
を
認
識
。冊
子
の
編
集
・
作

成
を
早
期
に
実
現
す
る
よ
う
努
め
る
。

Q
．公
共
工
事
に
伴
う
文
化
財
の
移

設
状
況
は
。

A
．太
田
工
区
に
は
貴
重
な
石
塔
・
石

碑
が
あ
る
。地
元
と
協
議
し
保
存
と

同
時
に
啓
発
活
動
を
推
進
す
る
。

Q
副
次
拠
点
・
桜
江
支
所
の

機
能
の
充
実
を

A
不
測
の
事
態
も
踏
ま
え
組
織
維
持
に

必
要
な
職
員
適
正
数
の
確
保
を
図
る

田中 直文

き
家
・
空
き
店
舗
の
利
活
用
、空
き

地
の
観
光
目
的
と
し
て
の
活
用
、景

観
整
備
な
ど
様
々
な
課
題
が
あ
る
。

令
和
４
年
度
以
降
に
国
の
事
業
を

活
用
し
、具
体
化
し
て
い
く
予
定
。

【
江
津
東
地
域
】

Q
．江
津
東
地
域
の
拠
点
化
が
進
ん

で
い
な
い
の
で
は
。

A
．江
津
東
地
域
で
は
人
口
減
少
や
少

子
化
が
進
み
、空
き
家
も
多
く

な
っ
て
い
る
。現
在
建
設
中
の
山
陰

道
福
光
浅
利
道
路
の
開
通
を
見

据
え
る
中
で
、江
津
市
立
地
適
正

化
計
画
に
掲
げ
て
い
る
当
地
区
の

数
値
目
標
の
達
成
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
く
。

新有福温泉ロゴ

　去る２月２４日、ロシアはウクライナへの武力攻撃、侵略を開始した。
　今回の行動は、明らかにウクライナの主権、領土の一体性を侵害する国際法の深刻な違反であり、国
連憲章に反するものである。この事態は欧州にとどまらず、日本が位置するアジアを含む、法の支配に基
づく国際秩序に対する挑戦であり、その根幹を揺るがしかねない暴挙である。このようなロシア・プーチン
大統領の力による侵略行為は断じて認められず、強く非難する。
　ロシアは国際社会の強い自制の求めにかかわらず、侵略行為を継続しており、首都キエフにまで侵攻し、
市民への被害の拡大も深く憂慮される。また、核兵器の保有を誇示する姿勢は断じて許すことができない。
　本市は日露戦争の折に、日本海海戦で傷ついたバルチック艦隊のイルティッシュ号の乗組員を、当時の
住民が危険を顧みず救助したという歴史があり、友好と戦争根絶への想いを受け継いできた。また、「非
核平和都市宣言」を行い日本国憲法が掲げる平和主義のもと、国際社会の恒久平和を世界に訴えてい
る。それにもかかわらずロシアがその思いを踏みにじる暴挙に及んだことは遺憾の極みである。
　本議会はロシアに対し、即時に攻撃を停止し、部隊を撤収するよう強く求め、現地在留邦人の安全確保
に全力を尽くすとともに、世界平和の実現のため、日本政府および全世界が一体となって全力を挙げ取り
組むよう強く訴える。

　以上、決議する。
令和４年３月8日　島根県江津市議会

ロシアによるウクライナ侵略を非難する決議

大貫堤防用地立会の様子
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副次拠点・桜江支所

ロシアによるウクライナ侵略を非難する決議を採択しました

Q
．コ
ロ
ナ
禍
で
市
内
で
の
影
響
は
。

A
．小
中
学
校
で
の
臨
時
休
業
の
間
、

児
童
生
徒
に
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

活
用
し
た
遠
隔
授
業
や
、タ
ブ
レ
ッ

ト
ド
リ
ル
の
活
用
、学
習
プ
リ
ン
ト

の
配
布
な
ど
で
対
応
し
た
。ま
た
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
や
電
話
に
よ
り
児

童
生
徒
の
健
康
状
態
を
確
認
。

　
　  

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
よ
る
感
染
が
県
内

に
急
拡
大
し
始
め
た
時
期
か
ら
飲

食
店
に
影
響
が
出
始
め
、本
市
で

感
染
が
発
表
さ
れ
た
１
月
８
日
以

降
、夜
の
飲
食
店
の
利
用
は
著
し

く
減
少
。

【
有
福
温
泉
】

Q
．再
生
に
向
け
た
今
後
の
施
策
は
。

A
．こ
れ
ま
で
以
上
に
有
福
温
泉
の
知

名
度
を
高
め
つ
つ
、そ
の
価
値
も
落

と
さ
な
い
努
力
が
重
要
。ハ
ー
ド
面

で
は
、エ
リ
ア
Ｗ
ｉ‐

Ｆ
ｉ
の
整
備
、

温
泉
地
の
魅
力
創
出
の
た
め
の
空

Q
ま
ん
延
防
止
解
除
後
の
市
民
生

活
や
地
域
経
済
へ
の
支
援
を

A
本
市
の
状
況
に
見
合
っ
た
支
援

を
し
て
い
き
た
い

山根 兼三郎

Q
．治
水
対
策
に
お
け
る
人
員
不
足

は
。

A
．令
和
４
年
度
に
建
設
部
門
の
組
織

を
改
編
し
、新
た
に
設
置
す
る
事

業
推
進
課
の
中
に「
江
の
川
治
水

対
策
係
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設
置
す
る
。

Q
．農
地
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収
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る
補
償
と
代
替
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は
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．補
償
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て
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対
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る
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な
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償
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か

協
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る
。代
替
地
に
つ

い
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は
、必
要
面
積
や
桑
に
適
し

た
圃
場
な
ど
、農
地
の
利
活
用
な

ど
候
補
地
の
検
討
を
進
め
て
い

る
。

Q
．内
水
排
除
対
策
の
現
状
は
。

A
．県
が
令
和
５
年
度
の
出
水
期
ま
で

に
、排
水
ポ
ン
プ
車
を
桜
江
地
域

に
配
備
す
る
予
定
。ま
た
、渡
津
・

松
川
・
川
越
地
区
の
消
防
団
に
対

し
、内
水
対
策
用
の
排
水
ポ
ン
プ

５
台
配
備
す
る
予
定
。

Q
治
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事
業
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に
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は
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治
水
と
ま
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づ
く
り
連
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計
画
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和
４
年
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に
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定
し
対
応
す
る

藤田　厚
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庁
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の
閉
庁
時
、

桜
江
支
所
の
果
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た
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割
は
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A
．本
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か
ら
急
遽
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を
派
遣
し
、

窓
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者
対
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を
大
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混
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も
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の
来
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対
し
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く
対
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で
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た
。
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Q
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中
学
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に
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な
学
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机
の

配
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を
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A
．ノ
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ト
や
教
科
書
と
共
に
タ
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レ
ッ

ト
端
末
を
机
に
置
く
の
で
狭
い
。令

和
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年
度
以
降
か
ら
順
次
、現
在
よ

り
縦
横
５
㎝
大
き
な
机
に
更
新
す

る
。

Q
．教
室
の
テ
レ
ビ
モ
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ー
の
大

型
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を
。

A
．後
方
の
席
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画
面
が
見
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の

で
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和
４
年
度
中
に
60
イ
ン
チ
以

上
の
大
型
モ
ニ
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ー
に
更
新
予
定
。
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化
財
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存
・
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・
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Q
．本
市
に
は「
江
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市
の
文
化
財
」「
桜

江
町
の
文
化
財
」の
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冊
の
解
説
冊

子
が
あ
る
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ず
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も
合
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前
の
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。一
冊
に
再
編
集
す
る
予
定
は
。

A
．市
文
化
財
行
政
課
題
と
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て
再
編
集
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必
要
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子
の
編
集
・
作

成
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早
期
に
実
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よ
う
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Q
．公
共
工
事
に
伴
う
文
化
財
の
移

設
状
況
は
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A
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田
工
区
に
は
貴
重
な
石
塔
・
石

碑
が
あ
る
。地
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と
協
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し
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存
と

同
時
に
啓
発
活
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を
推
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す
る
。

Q
副
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拠
点
・
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の

機
能
の
充
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不
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必
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の
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・
空
き
店
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と
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が
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の
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光
浅
利
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の
開
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を
見

据
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で
、江
津
市
立
地
適
正
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計
画
に
掲
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い
る
当
地
区
の

数
値
目
標
の
達
成
に
向
け
取
り
組
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で
い
く
。
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づく国際秩序に対する挑戦であり、その根幹を揺るがしかねない暴挙である。このようなロシア・プーチン
大統領の力による侵略行為は断じて認められず、強く非難する。
　ロシアは国際社会の強い自制の求めにかかわらず、侵略行為を継続しており、首都キエフにまで侵攻し、
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題字：■■ ■■さん
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■■ ■■

編
集
後
記

議
会
を
傍
聴
し
よ
う

江
津
市
議
会
で
は
皆
さ
ん

の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
傍
聴
を
ご
希
望

の
方
は
、
議
会
開
催
日
に

本
庁
舎
２
階
の
議
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

議
会
へ
参
加
し
よ
う

市
政
に
対
し
て
意
見
や
要
望

が
あ
れ
ば
、
議
会
へ
請
願
・

陳
情
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

請
願
の
場
合
は
市
議
会
議
員

の
紹
介
が
必
要
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■編集・発行責任者

議　　長　

■市議会だより編集特別委員会

委 員 長

副委員長

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

鍛治  恵巳子
坂手 　 洋介
植田　  好雄
多田 　 伸治
山根  兼三郎
森 脇     悦 朗
河野　  正行

永岡　  静馬

市議会だより（令和4年5月1日）　　［ 編 集 ］市議会だより編集特別委員会 　 ［ 発 行 ］江津市議会事務局 ☎（0855）52‐7498
［ ホームページアドレス ］ https://www.city.gotsu.lg.jp/site/gikai/ （江津市HP内）

請
願
・
陳
情
締
切
／
６
月
３
日
午
前
中
ま
で

次
回
６
月
定
例
会 

　
新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。気
持
ち
も
新
た

に
ス
タ
ー
ト
さ
れ
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。昨
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
・
縮

小
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
も
、感
染

対
策
を
し
、工
夫
を
凝
ら
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
さ
れ
て
い
る
様
子
を
拝
見
し
、情
熱
を
持
っ
て

活
動
す
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
改
め
て
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。少
し
で
も
早
く
収
束
し
、

普
段
通
り
の
日
常
生
活
に
戻
っ
て
、さ
ら
に
元

気
な
江
津
市
に
な
っ
て
欲
し
い
と
願
い
ま
す
。

　
今
回
号
で
現
在
の
編
集
委
員
も
担
当
終
了

と
な
り
、次
号
か
ら
は
新
編
集
委
員
に
よ
る
議

会
だ
よ
り
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

　
今
後
と
も
、皆
様
の
意
見
を
反
映
し
て
、市

議
会
議
員
の
活
動
を
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
、

読
み
や
す
い
紙
面
に
な
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　（
坂
手
　
洋
介
）

※開始時間等は予定です。

市
議
会
だ
よ
り
は

こ
ち
ら
か
ら

ごうつ

松江城前でハイポーズ！（桜江小学校６年生修学旅行より）
2022.5
No.151

3月7日、江津工業高校の生徒が江津市庁舎
見学に訪れました。「地域課題を共に考える」
をテーマに議会本会議一般質問を傍聴してい
ただきました。
ヤングケアラーの現状・ジェンダー平等・鉄道
の存続に向けた対応など、生徒自身に身近な
テーマもあり、熱心に聞き入っていました。

江津工業高校生徒
「地域課題を共に考える」

介護職・保育士・放課後児童クラブ職員の
処遇改善についての意見書

介護職・保育士・放課後児童クラブ職員の処遇改善のためには国
の責任によるしっかりとした財政措置が必要なため、下記の意見
書を提出しました。
 
1. 処遇改善での１人あたりの賃金引き上げ額を大幅に増額すること。
2. 施設の裁量・条件に拠らず、労働者に処遇改善が届くよう制度を改

めること。
3. 介護職・放課後児童クラブ職員の処遇改善のための国庫負担を、10

月以降も継続して計上すること。
4. 処遇改善を介護の現場で働く労働者すべて、また、同じ保育の現場

で働く労働者すべてを対象とし、それに見合う予算を計上すること。
5. すべての介護事業所で働く労働者が処遇改善の対象となるよう、制

度設計をみなおすこと。
6. 保育現場においては、人員配置が設定より多い施設でも、そうでな

い施設と同様の処遇改善を図ることができるよう配分すること。
7. 公立・私立の区別なく、保育の現場で働く労働者が等しく処遇改善さ

れるよう改めること。
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